
 

 

 

 

デンカ株式会社

教授（人獣共通感染症リサーチセンター）と共同

下、本キット）

承認を 3

関、研究機関等の協力を仰ぎながら、国内防疫の観点から本キットの活用可能性を検討いたしま

す。 

 

本キットは

設が十分に整っていない

ラウイルス病の発生が確認されているアフリカでの感染拡大予防対策にさらに貢献すべく、アフ

リカ諸国の医療機関への本キットの情報提供を通じて正式供給の可能性を探ると同時に、

による緊急

 

当社は

けております。今後

の QOL

 

＜アフリカにおけるエボラウイルス病患者の最近の発生状況＞

2021

者 9 名）

ウイルスの遺伝子解析により、コンゴ民主共和国は昨年までの流行と同系統、ギニア

国の 2016

る再燃症例と

 

【参考：

＜当社ホームページ＞

・2020 年

の医療体制への正式採用を目指す～」

https://www.denka.co.jp/storage/news/pdf/717/20200413_denka_ebola_te

エボラウイルス
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・2018 年 5 月 28 日 「コンゴ民主共和国へのエボラウイルス迅速診断キットの提供について」 

https://www.denka.co.jp/storage/news/pdf/545/20180528_denka_ebola_testkit.pdf 

・2017 年 5 月 30 日 「コンゴ民主共和国へのエボラウイルス迅速診断キットの提供について」 

https://www.denka.co.jp/storage/news/pdf/466/20170530_ebola.pdf 

・2015 年 3 月 31 日「エボラウイルス抗原検出迅速診断キットの開発に関するお知らせ」 

http://www.denka.co.jp/news/pdf/20150331_poct2.pdf 

＜JICA（国際協力機構）ホームページ＞ 

・2017 年 5 月 30 日 「コンゴ民主共和国におけるエボラウイルス病対策に日本の技術が貢献」 

https://www.jica.go.jp/press/2017/20170530_01.html 

以 上 
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